
 

 

 

災害に備えて 大阪府歯科衛生士会 に 安否確認を！ 

第 3 弾‼ 

期 間：令和 3 年３月 1１日(木)～１５日(火) 
◆ ◆ 全会員の参加を目標としておりますので、ご協力よろしくお願いします ◆ ◆ 

 

大阪府歯科衛生士会ホームページにアクセス 

トップページの災害時安否確認演習はこちらから＊案内に沿ってご入力ください 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

電話番号（省略可） 

☑「個人情報保護方針に同意する 

メールアドレス 

お名前（姓） 

お名前（名） 

 

中 略 
これだけ回数を積み重ね演習を行う理由は、 

会員皆様には・・ 

＊災害時の被害を最小化する「減災」の意識付け 

＊皆様と家族様の安否確認と被害状況の本会への連絡 

職業団体として・・ 

＊会員の皆様から頂く情報収集の方法や活用の演習 

＊不測の事態に対応できる体制づくり 

ご協力よろしくお願いします。 

上記必要事項を入力、「個人情報保護

方針」をご確認の上、同意いただき、 

□「個人情報保護方針」にチェックを

入れ登録し完了。 

最後に送信してください。 

大阪府歯科衛生士会では、これからも以下の日程で

年４回安否確認の演習を行います。 

１月１７日 阪神・淡路大震災（1995 年） 

３月１１日 東日本大震災（2011 年） 

６月１８日 大阪北部地震（2018 年） 

９月 ５日 大阪８８０万人訓練 

（南海トラフ巨大地震を想定した訓練） 

安否確認システムの整備・確認の準備を進めます。 
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①支部別 会員・家族の状況  

災害時安否確認演習実施報告   令和 3 年 1 月 17 日～21 日実施 

1 月 17 日～21 日に災害時安否確認演習を

実施しました。 

今回は、これまで使用していた日本歯科衛生

士会のシステムではなく、本会独自のものを

使用しました。登録者は 103 名でした。ご

協力ありがとうございました。次回、3 月も

ぜひ皆様のご参加・ご協力をお願いいたしま

す。 

1 月 15 日より、e ラーニング （DH-KEN)の新しいコンテンツ 

『災害歯科保健』がスタート！ 

災害支援の枠組み・地域保健活動の概要・災害時の歯科の役割と歯科衛生士の活動の実際・多職種との

連携の取り方、災害時における歯科保健についてなどを幅広くフォローしたコンテンツです。災害が発

生した際に歯科衛生士として何をするか、備えはどうしておくか、とてもわかりやすいものです。e ラ

ーニングで一緒に学びましょう。 

 講師：中久木康一先生（東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面外科学分野／東北大学大 

学院歯学研究科 インターフェイスプロジェクト支援室） 

久保山裕子先生（日本歯科衛生士会 常務理事） 

奥田  博子先生（国立保健医療科学院 健康危機管理研究部 上席主任研究官）  

  受講時間：約 180 分  生涯研修単位：３単位（2021 年度に生涯研修制度と連携後付与） 

受講料（税別）：日本歯科衛生士会 正会員：1,620 円 歯科衛生士（学生含む）：2,700 円  

歯科医師 その他：4,050 円 

e ラーニング （DH-KEN）日本歯科衛生士会ホームページ PR 版 https : //www. jdha .or . jp/entry/pr .h tml  

DH-KEN  https://dhken.jp/ 

『災害歯科保健』受講してみませんか？  e ラーニング 

＊グラフは回答人数、

単位は（人） 

（状況） 

①豊能・中河内・泉州支部で避難予定各１名、 

豊能支部で被災１名 

②避難２名、被災１名を他の会員が把握 

③居住地及び勤務先の状況では生活に支障 

のある被害があった会員はいない 

（状況からの会の対応） 

①豊能・中河内・泉州支部の支部長・副支部 

長及び避難予定者・被災者と連絡を取り詳 

細確認、支援検討 

②他の会員の状況を把握している会員に連絡を取り確認 

③被害状況は引き続き情報収集 

（その他の会の対応） 

大阪府歯科医師会・日本歯科衛生士会と連絡を取り情報共有及び今後の対応確認 

豊能・中河内・泉州支部での災害歯科保健の活動準備 

③居住地と勤務先の状況   ②他の会員の状況   

https://www.jdha.or.jp/entry/pr.html
https://dhken.jp/

